
 サポートファイルかまくら 記入例  

 

サポートファイルの記入例です。 

 記入例を参考に、各年代別シートに記入してください。 

 すべての項目を記入しなくてもかまいません。記入できるとこ

ろから始めてください。 

 毎年 1 回程度見直しができるといいですね。各シートは鎌倉市

ホームページからダウンロードできます。 

ダウンロードは、ホーム＞健康・福祉・子育て＞子育て＞子育て

支援 からお願いします。 
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●医療機関の記録
※ 今までかかった大きな病気やけがをしたとき、入院して手術や治療を受け

たときにお書きください。

年　月　日 医療機関・診療科等 概要(診断名など)

記録や資料等があ
れば、☑して次の
ページの「医療機関
の記録など」に添付
します。



乳幼児期シート 
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乳幼４ 



年 月 日

（ ）

・ ・

（ ）

・ ・

・ ・ ・

・ （ ・ ）

・ ・ ・ ・ （ ）

（ ）

・ ・ ・ ・ ・ ・

（ ・ ・ ・ ）

（ ・ ・ ・ ）

入浴するときに
苦手なこと

顔あらい 洗髪 ボディ石けんで体を洗うこと

その他 熱いお湯(○℃くらい以上)などを記入します。

場所や姿勢、様子など 大人のひざに座らせて仕上げを行う。などを記入します。

車いす
短下肢装具、ロフストランド
クラッチなどを記入します。

●歯みがき・入浴・着がえ・運動・あそびなど

歯
み
が
き
・
入
浴
な
ど

・ ・ しあげを大人が手伝う

主に［母親・父親・（　　　　　）］と入る

歯み
がき

入浴 ひとりで入る

自分でみがく 大人がみがく

・

入浴するときに注意していること

「入浴前には必ずトイレを済ませる。」、『「10まで数える」「時計を見せ
る」などの工夫をしてお風呂から出てもらう。」』などを記入します。

着
が
え

すべて自分で着がえられる 少し手伝えば着がえられる 大人が着替えさせる

自分でできること

下衣やシャツの着脱はできるが、ボタンのある上衣は手伝いが必要。などと記
入します。

着がえで注意していること（衣服のこだわり、着がえるときの順番など）

こだわりや順番などのほか、靴下をはくことや帽子をかぶることを嫌がる。な
どを記入します。

あ
そ
び

好
き
な
あ
そ
び

家の中でのあそび

ブロック 絵本 人形 TVゲーム その他

好きなおもちゃ

家の外でのあそび

ボール蹴り、三輪車、公園で追いかけっこ。などを記入します。

苦手なあそび・遊具など

鬼ごっこなどルールのあるあそび、ブランコなどゆれる遊具。などを記入しま
す。

運
動

ひとりで歩く ひとりで歩くが転びやすい はいはい まだ歩けない

補装具などの使用 なし あり

移動するときに注意していること（道路を歩くときや交通機関を利用するときなど）

外を歩くときは手を離さないようにしている。バギーに乗せて移動します。な
どを記入する。

●気持ちの伝えかた、表現のしかたなど

本人に相手の気持ちが伝わりやすいしかた

ことば ジェスチャー 絵カード 写真 文字 具体物の提示 その他

ことば ない 単語で伝える ２～３語文で伝える 会話できる

本人が発する言葉だけでなく、表情や視線を読み取って気持ちを理解するようにして
いる。興奮しているときは、静かな場所に移動して落ち着くのを待つようにしてい
る。などを記入します。

記入日 記入者

その他の伝え方 泣く 視線で伝える 相手の体にふれる カードなど

本人が伝えようとしていることを理解するために注意していること

本人に伝えるときに注意していること

うしろからではなく、しっかり顔をみて正面から伝えるようにしている。できるだけ
写真やカードを示すようにしている。などを記入します。

相手に本人の気持ちを伝えるときの表現のしかた
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乳幼６ 

年 月 日

●人とのかかわり・好きなこと・苦手なことなど

人
と
の
か
か
わ
り

好きなタイプの人

男の人、女の人、お年寄り、体を使った遊びをしてくれる人、歌をうたってく
れる人。などを記入します。

苦手なタイプの人

大きな声や音を出す人、一方的にかかわってくる人。などを記入します。

知らない人（極端にこわがる、知らない人にも平気で近づいていくなど）

家族の後ろに隠れてみている。自分に気づいてもらおうと目立つ行動をする。
などを記入します。

記入日 記入者

長
所

写真やカードなどで事前に知らせておく。安心できる人が抱っこしたり手をつ
ないで落ち着かせてから、どのようなところか見せながら説明する。などを記
入します。

苦手なところでの対応方法

わたしが安心できるかかわりかた

事前に写真やカードで何をするのか、どこに行くのかなどを伝えておく。はじめに大
人がやるのを見せてから、一緒にやってもらう。確認できるところから大人に見守っ
ていてほしい。などを記入します。

楽しくてウキウキするもの・こと(好きなあそび、おもちゃ、番組など)

○○のテレビ番組を見て一緒にうたったり、おどったりすること。公園できれ
いな葉っぱを拾い集めること。などを記入します。

落ち着くもの・すごしかたなど

お気に入りの人形やミニカーなどを持っていると落ち着く。外で十分遊びこん
だ後は家の中でも落ち着いてすごせる。などを記入します。

わたしのいいところ

わたしのかわいいところ、得意なこと、すぐれていること…などを記入しま
す。

かかわる人が特に注意していること

好
き
な
も
の
・
こ
と
・
と
こ
ろ

好きなところ

○○公園（△遊具があるから）、□□幼稚園（お友だちと遊べるから）、家のテラス（電車

が見えるから）。などを記入します。

初めて経験するときは、本人の表情や行動がいつもと同じかどうか様子を見る。周り
に危険なものがないかの安全確認は必ず行う。などを記入します。

苦
手
な
も
の
・
こ
と
・
と
こ
ろ

苦手なもの・こと(あそび、遊具、音、においなど)

①粘土　②毛布ブランコ　③車のクラク
ション　④線香の煙　などを記入しま
す。

様
子

①さわらない　②体を固くして泣く
③耳をふさぐ　④離れる

苦手なもの・ことへの対応方法

どうしてもやる必要があるときは、本人の表情を見ながらできるだけ刺激を弱
くして経験させてみる。抱っこなど本人が落ち着く環境を設定して、大人も一
緒にやってみせる。などを記入します。

苦手なところ(こわがるところや落ち着かないところなど)

はじめて行くところ、暗いところ。
人が大勢いるところ。などを記入しま
す。

様
子

家族から離れない。中に入らな
い。などを記入します。
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学齢期シート 

 

学齢８ 

 

学齢９ 

（小中高 ） 年 月 日

本人に相手の気持ちが伝わりやすいしかた

・ ・ ・ ・ ・ ・

相手に本人の気持ちを伝えるときの表現のしかた

（ ・ ・ ・ ）

（ ・ ・ ・ ）

」

□ □ ☑

□ ☑ □

□ ☑ □

☑ □ □

☑ □ □

□ ☑ □

記入者

●気持ちの伝えかた、表現のしかたなど

ことば ジェスチャー 絵カード 写真 文字 具体物の提示 その他

年生 記入日

本人に伝えるときに注意していること

本人がわかる絵カードや写真カードを提示して、「○○します。」「△△行きます。」など端的
なことばかけをする。二つ以上伝えるときは、スケジュールボードを利用する。などを記入しま
す。

ことば ない 単語で伝える ２～３語文で伝える 会話できる

本人が伝えようとしていることを理解するために注意していること

やってほしいことを指差しやカードで示すので、本人の目の高さで一緒に確認する。わかった

ら、必ずイエスかノーを端的に伝える。などを記入します。

●社会生活に必要なスキル(わたしの特性や私なりのやり方など)

お金の管理 ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

その他の伝え方 泣く 視線で伝える 相手の体にふれる カードなど

公共交通機関の利用 ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

レジでお金を払うことはわかるので、お金を払うときに見守っていてほしい。などを記入しま
す。

お金を数えることができるかどうか、自分で決まったところにしまうことができるかどうかなど
を記入します。

買い物 ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

学校まではバス、電車に乗っていくことができるが、運休で振り替え輸送を利用しなければなら
ないときはどうしていいのかわからず混乱するので、自宅に連絡してほしい。などを記入しま
す。

時計の活用 ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

デジタル時計なら読むことができる。などを記入します。

カレンダーの活用 ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

カレンダーに予定を書き込んでおくと、毎日確認して落ち着いて過ごすことができる。予定変更
はなかなか納得しないため、できるだけ早めに本人に分かる手段で伝える。などを記入します。

自分の住所・氏名・電話番号の理解と聞かれた時の答え方

住所はわからないが、名前と自宅の電話番号は知っている。紙に「名前」「電話」が書けるよう
に線で区切ると自分で書く。などを記入します。

文字の読み書き ひとりでできる 見守り・声かけしてほしい 手伝ってほしい

ひらがなは読めるが、ロゴや駅名などを除いてカタカナや漢字はまだ読めない。電話番号や自分
の名前は書くことができる。などを記入します。

家事の手伝い（洗濯、食器洗い、掃除など）

終わりがわかるようにして、一緒にやれば手伝ってくれる。などを記入します。

社会生活をすごすうえで注意していること

毎朝、スケジュールボードで一日の流れを一緒に確認する。ポケットにウェットティッシュを入
れているので、手が汚れたときは声かけをして使うように促している。などを記入します。

（小中高 ） 年 月 日

感
覚

感覚面の特性

具体的な様子（音、感触、におい、味、触れられること（好き・きらい、部位）など）

大きな音がすると耳をふさぐ、べたべたした物にはさわらない。室内では靴下
を脱いでしまう。などを記入します。

日常的なパニックの頻度（日頃家庭でパニックを起こす割合）

日常的にあるか、ないか。回数。予告なくスケジュールの変更があったとき。
などを記入します。

こ
だ
わ
り

こだわっていること・もの、くせ

具体的な様子（物を並べる、順番にこだわる、時間どおりでないと気が済まない、
同じことを繰り返していう、など）

対処法（それに対する配慮）

安全上で注意していること

好きな車が見えると突然道路に飛び出すので、外出時は手をつないでいる。な
どを記入します。

予兆（パニックを起こす前にする行動や表情など）

対処法（支援者がしたらよいこと、してはいけないこと、落ち着く場所や方法など）

記入者

●パニック・こだわり・感覚

パ
ニ
ッ

ク

ちょっとイライラしているかな？というとき、不安なとき

具体的な様子（不安やイライラするとあらわれる行動や表情など）

落ち着きがなくなり、うろうろ動き回る。などを記入します。

考えられること（どんなときにそうなるのか考えられること）

次の予定がわからない。大勢の人がいる。などを記入します。

対処法（支援者がしたらよいこと、してはいけないこと）

スケジュールカードを見せながら端的なことばで次の予定を知らせる。気持ち
を受け止めて、静かな場所に移動する。急ぐからといって無理に手を引くとパ
ニックになる。などを記入します。

パニック

具体的な様子（大きな声を出す、暴れる、動かなくなるなど）

考えられること（どのような場面、状態になるとパニックが起きやすいか考えられること）

年生 記入日


